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創
立
三
十
周
年
を
迎
え
て 

 
 
 
 

会
長 

小
木
曽 

清
三 

  

大
相
撲
は
大
波
乱
。
貴
乃
花
親
方
の
一
月
の
降
格
に
続

き
、
契
約
解
除
を
強
く
申
し
入
れ
し
た
親
方
も
い
た
と
の

情
報
も
あ
る
ほ
ど
の
三
月
二
十
八
日
の
理
事
会
。
役
員
待

遇
委
員
ま
で
降
格
さ
れ
て
い
た
貴
乃
花
親
方
は
、
貴
公
俊

関
の
暴
行
問
題
、
三
月
春
場
所
の
無
断
欠
勤
な
ど
で
職
務

専
念
義
務
を
拒
否
、
無
視
し
た
と
い
う
こ
と
で
更
に
二
階

級
降
格
の
「
年
寄
」（
弟
子
の
指
導
は
で
き
る
）
に
な
っ
た
。

わ
ず
か
三
ヶ
月
で
五
階
級
の
降
格
と
な
っ
た
。
日
馬
富
士

元
横
綱
と
貴
ノ
岩
関
の
傷
害
事
件
か
ら
約
五
ヶ
月
続
い
た

貴
乃
花
親
方
と
相
撲
協
会
（
八
角
理
事
長
）
の
対
立
は
こ

れ
で
決
着
な
の
か
ど
う
な
る
の
か
ま
だ
ま
だ
注
目
で
あ
る
。 

い
わ
ゆ
る
「
貴
の
乱
」→
「
貴
が
乱
」→

「
貴
が
変
」
と

揶
揄
さ
れ
る
所
以
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
一
方
の
野
球
界
。
大
活
躍
の
大
谷
翔
平
選
手
（
２

３
）
。
つ
い
先
日
勝
利
投
手
に
な
っ
た
ば
か
り
の
二
日
後
、

本
拠
地L

A

デ
ビ
ュ
ー
戦
で
初
ホ
ー
ム
ラ
ン
。
そ
し
て
翌
日

も
連
日
ホ
ー
ム
ラ
ン
と
株
は
上
が
り
っ
ぱ
な
し
の
活
躍
で
、

な
ん
と
、
メ
ジ
ャ
ー
流
の
祝
福
、
サ
イ
レ
ン
ト
・
ト
リ
ー

ト
メ
ン
ト
と
い
う
イ
タ
ズ
ラ
に
も
あ
っ
た
程
チ
ー
ム
に
溶

け
込
ん
で
い
て
、
観
て
い
て
清
々
し
い
も
の
を
感
じ
た
の

は
私
だ
け
じ
ゃ
な
い
と
想
い
ま
す
。 

さ
て
、
本
年
は
三
十
周
年
に
当
た
り
ま
す
。
す
み
だ
史

談
会
の
発
足
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
と
紆
余
曲
折
が
あ
る

な
か
で
三
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
一
重
に

会
員
の
皆
様
の
お
か
げ
と
考
え
ま
す
。
当
初
か
ら
役
員
を

し
て
頂
い
て
い
た
、
佐
原
洋
子
副
会
長
が
逝
去
さ
れ
た
後
、

息
子
の
滋
元
さ
ん
か
ら
遺
品
と
し
て
「
佐
原
洋
子
の
す
み

だ
史
談
会
」
資
料
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
遺
品
の

中
に
は
設
立
当
初
の
苦
労
や
希
望
に
満
ち
た
文
面
が
目
立

ち
ま
す
。 

 

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
。
江
川
良
一
教
育
委
員
長
の
呼

び
か
け
で
有
識
者
の
人
々
が
発
起
人
と
な
り
、
平
成
元
年

二
月
二
十
日
発
足
準
備
会
が
で
き
た
こ
と
。
一
年
目
第
一

回
の
「
史
跡
巡
り
」
は
大
雨
に
な
っ
た
こ
と
。
十
二
月
十

一
日
は
忘
年
会
で
は
な
く
、
魚
大
さ
ん
で
役
員
会
と
し
て
、

反
省
会
、
今
後
の
展
望
、
会
報
に
つ
い
て
熱
心
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
こ
と
。
平
成
六
年
十
月
十
七
日
寿
七
十
九
歳

で
天
寿
を
完
う
さ
れ
た
江
川
良
一
先
生
の
後
任
を
ど
う
す

る
の
か
？
迷
っ
た
刻
に
会
長
代
行
に
五
木
田
直
先
生
を
即

決
定
（
十
月
二
十
七
日
）
し
危
機
を
乗
り
切
っ
た
こ
と
等
々
。

す
み
だ
史
談
会
の
歴
史
を
ま
ざ
ま
ざ
と
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
役
員
と
し
て
二
十
九
年
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
資
料
も
創
立
時
か
ら
三
十
年
間
頑
張
っ
て
頂

い
て
い
る
日
野
秀
夫
先
生
（
現
顧
問
）
に
も
感
謝
申
し
上

げ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
温
情
の
あ
る
史
談
会
だ
よ
り
。

当
初
は
手
書
き
で
し
た
、
内
容
も
丁
寧
な
文
字
も
日
野
先

生
な
ら
で
は
の
今
の
す
み
だ
史
談
会
だ
よ
り
の
基
本
だ
と

想
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
見
守
っ
て
頂
く
と
共
に
健

康
に
長
生
き
し
て
く
れ
る
事
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
多
忙
な
と
き
を
過
ご

し
て
お
ら
れ
る
と
想
い
ま
す
が
健
康
に
留
意
し
て
三
十
周

年
記
念
式
典
に
必
ず
や
お
顔
を
拝
見
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
都
心
と
化
す
下
町
す
み
だ
の

人
情
、
歴
史
、
文
化
を
語
り
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 
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隅
田
川
七
福
神
の
二
百
年
と 

 
 
 

今
後
の
七
福
神
詣 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
木 

新
太
郎 

 

一
． 

七
福
神
の
由
来
と
略
史 

福
神
は
民
間
信
仰
で
あ
り
、
七
つ
は
「
七

難
七
福
」
と
い
う
仏
教
の
経
典
か
ら
来
た
（
喜

田
貞
吉 

編
著
『
福
神
』、
大
正
九
年
発
行
、

他
）。『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
密
教
』
受
持
品

に
、“
般
若
波
羅
密
を
講
じ
読
誦
す
れ
ば
、
七

難
即
ち
滅
し
、
七
福
即
ち
生
じ
、
万
姓
は
安

楽
に
し
て
、
帝
王
は
歓
喜
す
”
と
あ
る
。 

 

福
神
の
構
成
は
変
化
が
あ
り
、
現
在
の
形

に
な
っ
た
の
は
江
戸
後
期
で
あ
ろ
う
。
注
意

し
た
い
福
神
が
（
ア
）
福
禄
寿
と
寿
老
人
、

（
イ
）
弁
財
天
と
吉
祥
天
で
あ
る
。（
ア
）
ど

ち
ら
も
カ
ノ
ー
プ
ス
（
シ
リ
ウ
ス
に
次
ぐ
明

る
い
恒
星
）
の
神
格
化
で
、
同
体
異
名
で
あ

る
。（
イ
）
弁
才
天
は
河
川
等
の
神
で
才
能
に

優
れ
、
吉
祥
天
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
（
ヒ
ン
ド

ゥ
教
の
三
大
神
の
一
つ
）
の
妃
で
、
二
人
は

仲
が
悪
か
っ
た
。
そ
の
後
、“
吉
祥
天
の
性
格

も
弁
才
天
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ

れ
と
と
も
に
「
弁
財
天
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
”（
白
木
利
幸
『
七
福
神
巡
拝
』）。
両

神
は
習
合
し
、
吉
祥
天
を
加
え
た
八
福
神
が

あ
る
。
七
福
神
は
室
町
末
期
に
京
都
に
成
立

し
た
が
、
そ
の
前
か
ら
鞍
島
の
毘
沙
門
天
、

比
叡
山
の
三
面
大
黒
天
、
西
の
夷
三
郎
、
竹

生
島
の
弁
才
天
は
篤
い
信
仰
を
得
て
い
た

（
喜
田
編
『
福
神
』）。
恵
比
寿
と
大
黒
天
を

中
心
に
四
神
、
そ
し
て
七
神
へ
発
展
し
た
と

思
わ
れ
る
。 

 

二
． 

隅
田
川
七
福
神
の
二
百
年
の
評
価
等
※

要
点
の
み 

（
１
） 

隅
田
川
七
福
神
の
二
百
年
の
根
拠 

喜
田
編
『
福
神
』
に
田
中
緑
紅
の
論
文
「
三

都
の
七
福
神
廻
り
」
が
あ
り
、
大
正
七
年

/1918

年
に
百
年
記
念
会
を
行
な
っ
た
と
云

う
。
今
年
が2018

年
で
あ
る
。 

（
２
） 
寿
老
人
を
白
鬚
神
社
に
当
て
た
「
寿

老
神
」
の
検
討 

福
禄
寿
が
あ
る
か
ら
福
神
上
は
問
題
な
い
。

隅
田
川
七
福
会
の
説
明
で
「
寿
老
人
が
中
々

見
付
か
ら
な
か
っ
た
」
理
由
を
検
討
し
た
い
。

『
七
福
神
信
仰
事
典
』
で
、
四
方
山
人
の
江

戸
市
中
の
七
福
神
巡
拝
（1784
年
刊
）
を
紹

介
す
る
。
向
島
の
白
鬚
大
明
神
等
、
六
つ
お

参
り
し
た
が
福
禄
寿
だ
け
探
し
出
せ
ず
、
星

ヶ
岡
に
登
っ
て
南
極
星
を
拝
ん
で
済
ま
せ
た
。

前
述
の
田
中
論
文
で
も
福
禄
寿
に
困
っ
た
話

が
あ
る
。
隅
田
川
七
福
会
（1898

年
結
成
）

の
説
明
と
矛
盾
に
見
え
る
が
、
ど
ち
ら
も
正

し
い
と
思
え
る
。
多
く
の
七
福
神
は
神
社
仏

閣
で
あ
る
。
四
方
山
人
は
そ
こ
に
焦
点
を
絞

っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
点
で
百
花
園
は
革
新

的
で
、
範
囲
を
拡
大
し
た
存
在
で
あ
る
。 

（
３
） 

江
戸
の
三
大
七
福
神 

① 

谷
中
七
福
神
は
江
戸
最
古
で
、
宝
暦
年

間1751

～64

年
の
成
立
と
言
わ
れ
る
。 

② 

山
手
七
福
神
も
古
く
、蟠
龍
寺
に1775

年
の
札
所
標
石
が
あ
る
。
資
料
上
は
日
本
最

古
（
伝
承
で
は
京
都
）
で
、
再
開
は
昭
和
の

初
期
。 

③ 

隅
田
川
七
福
神
は
当
時
の
文
人
墨
客

に
よ
り
創
始
さ
れ
、
再
開
が
明
治
と
古
い
。 

（
４
） 

隅
田
川
七
福
神
の
今
日
の
評
価 

日
経
新
聞
（2012

年12

月29

日
）
は
有

識
者10

人
を
対
象
に
、
推
薦
す
る
七
福
神
を

聞
き
、
ポ
イ
ン
ト
化
し
て
順
位
付
け
た
。
上

位5

位
は
順
に
「
大
阪
、
谷
中
、
都
、
鎌
倉
・

江
の
島
、
隅
田
川
」
で
あ
っ
た
。 

（
５
） 

隅
田
川
七
福
神
の
二
百
年
の
記
念
品 

百
花
園
で
「
武
蔵
第
一
名
所 

角
田
川
絵

図 

故
跡
附
」
を
複
製
・
販
売
し
た
。
こ
の

付
近
の
状
況
が
わ
か
る
。 

 三
． 

「
七
福
神
め
ぐ
り
」
の
今
後
の
方
向
（
要

約
） 社

会
の
高
齢
化
が
あ
り
、
長
距
離
は
難
で

あ
る
。
名
所
は
諾
と
仮
定
の
提
案
で
あ
る
。 

（
１
） 
隅
田
川
七
福
神 

① 

健
脚
派
は
従
来
通
り
の
全
コ
ー
ス
を

巡
る
。 

② 

ム
ー
ド
派
は
百
花
園
を
基
に
二
回
。

（
ア
）
古
代
東
海
道
～
多
聞
寺
～
木
母
寺
～

百
花
園
、（
イ
）
三
囲
神
社
～
白
鬚
神
社
～
百 

 

  

花
園
。 

（
２
） 

一
ヶ
所
全
七
福
神 

一
ヶ
所
全
七
福
神（23

区
内
で10

ヶ
所
）

の
一
つ
で
あ
る
立
花
大
正
民
家
園
を
、
付
近

の
名
所
と
併
せ
て
巡
る
。 
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東
洲
斎
写
楽
の
実
像
と 

時
代
背
景 

 
 
 

 
に
わ
か 

し
ゃ
ら
く
さ
い 

会
員 
俄 

 

写
楽
齋 

  

以
前
か
ら
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
東
洲
斎
写

楽
は
葛
飾
北
斎
で
は
な
い
の
か
？
と
の
疑
問
か

ら
で
し
た
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
写
楽
は
未
解
明

の
人
物
で
す
。
寛
政
六
年
五
月
か
ら
寛
政
七
年

一
月
に
活
躍
し
た
人
で
す
が
、
寛
政
七
年
の
五

月
の
舞
台
の
肉
筆
画
が
出
て
き
て
益
々
謎
に
包

ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

写
楽
が
特
に
有
名
に
な
っ
た
の
は
、
寛
政
六

年
五
月
の
都
座
・
河
原
崎
座
・
桐
座
で
演
じ
ら

れ
た
役
者
の
大
首
絵
二
十
八
枚
で
す
。
錦
絵
の

大
き
さ
も
大
判
（27

㎝×
39

㎝
）
で
、
特
長

は
大
胆
な
描
き
方
も
で
す
が
、
雲
母
摺
（
キ
ラ

ズ
リ
）
と
言
わ
れ
る
ウ
ン
モ
が
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
解
明
の
手
が
か
り
は
肉
筆
画
が
一

番
と
言
わ
れ
ま
す
。
肉
筆
画
は
三
枚
。
①
老
人

図
歌
川
豊
国
の
画
、裸
の
子
供
と
カ
ン
ザ
シ（
石

水
美
術
館
）
②
お
多
福
（
シ
カ
ゴ
）
こ
れ
に
は

狂
歌
も
詠
ま
れ
て
お
り
、「
両
ほ
ほ
の
山
高
き
が

故
に
谷
あ
い
の
鼻
に
あ
ら
し
の
気
遣
い
な
し
」

と
あ
り
ま
す
。③『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
二
段
目
』

松
本
幸
四
郎
の
加
古
川
本
蔵
と
松
本
米
二
朗
の

小
浪
の
親
子
の
図
（
ギ
リ
シ
ヤ
コ
ル
フ
島
で

2008

年
に
発
見
さ
れ2011

年
ギ
リ
シ
ヤTV

 

で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
三
点
は1789

年
か
ら1801

年
の
作

と
思
わ
れ
ま
す
が
特
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
不

思
議
な
の
は
③
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
二
段
目
』

で
す
。
最
初
に
書
き
ま
し
た
が
活
躍
し
た
の
は

寛
政
六
年
五
月
か
ら
寛
政
七
年
一
月
だ
っ
た
は

ず
の
写
楽
が
、
こ
の
肉
筆
画
の
舞
台
は
寛
政
七

年
五
月
だ
か
ら
で
す
。 

写
楽
に
は
色
々
な
見
解
が
あ
り
ま
す
。
寛
政

六
年
五
月
の
都
座
、河
原
崎
座
、桐
座
の
一
期
。

七
月
の
都
座
、
八
月
の
河
原
崎
座
の
三
十
八
枚

の
二
期
。
十
一
月
三
座
全
部
の
五
十
八
枚
の
三

期
。
翌
寛
政
七
年
一
月
の
都
座
、
桐
座
十
余
枚 

全
百
三
十
四
枚
の
四
期
説
。
つ
ま
り
、
期
に
よ

っ
て
〔
写
楽
〕
本
人
が
違
う
の
で
は
な
い
か
？

当
然
全
部
〔
写
楽
〕
だ
と
言
う
人
も
あ
り
説
は

様
々
で
す
。 

 

こ
れ
に
は
時
代
背
景
が
複
雑
だ
と
言
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
寛
政
六
年
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

る
よ
り
も
前
の
、
三
年
の
寛
政
の
大
改
革
で
芝

居
街
は
大
打
撃
、
最
大
の
危
機
を
迎
え
ま
す
。 

 

江
島
生
島
事
件
で
村
上
座
が
廃
絶
。
寛
永
元

年
（
１
６
２
４
年
）
創
業
百
七
十
年
間
営
業
し

て
い
た
日
本
橋
堺
町
の
中
村
座
、
日
本
橋
茸
屋

町
の
市
村
座
、
日
本
橋
木
挽
町
の
森
田
座
の
三

強
が
、
寛
政
五
年
十
一
月
、
三
座
揃
っ
て
櫓
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
都
座
、
桐
座
、
河
原

崎
座
に
興
行
を
譲
り
渡
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
控
え
櫓
の
三
座
で
歌
舞
伎
の
一
年
が

始
ま
っ
た
の
で
す
。 

そ
ん
な
時
代
の
中
、
出
版
会
は
寛
政
三
年
、

山
東
京
伝
の
出
版
物
が
販
売
停
止
を
幕
府
か
ら

命
令
さ
れ
、
自
ら
も
財
産
の
半
分
を
没
収
さ
れ

た
版
元
で
あ
っ
た
蔦
谷
重
三
郎
（
１
７
５
０
～

１
７
９
７
）。吉
原
生
ま
れ
の
や
り
手
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
で
喜
多
川
歌
麿
を
育
て
た
り
、
十
返
舎
一

九
と
仲
が
よ
か
っ
た
り
し
た
の
も
有
名
で
す
。 

東
洲
斎
写
楽
の
サ
イ
ン
の
下
に
あ
る
極
印

（
キ
ワ
メ
イ
ン
）
落
款
と
と
蔦
重
の
マ
ー
ク
が

あ
る
所
か
ら
蔦
谷
重
三
郎
が
写
楽
で
あ
る
と
い

う
説
も
あ
る
程
、
こ
の
人
が
関
与
し
て
い
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
肉
筆

画
が
１
８
０
１
年
だ
と
す
る
と
蔦
谷
重
三
郎
説

は
無
く
な
り
ま
す
。
１
７
９
７
年
に
亡
く
な
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。 

私
は
こ
う
思
い
ま
す
。
四
期
と
し
て
考
え
る

と
、
や
は
り
期
ご
と
に
作
者
は
違
う
の
で
は
な

い
か
？
爆
発
的
に
売
れ
た
寛
政
六
年
五
月
の
二

十
八
枚
の
大
首
絵
に
限
っ
て
言
え
ば
、
大
谷
家

の
大
谷
広
次
、
大
谷
徳
次
（
中
村
仲
蔵
）
大
谷

鬼
次
、
大
谷
此
蔵
（
中
村
此
蔵
）
の
う
ち
の
誰

か
？
で
は
な
い
か
。
此
蔵
か
仲
蔵
？
ど
ち
ら
か

と
問
わ
れ
れ
ば
中
村
此
蔵
。
大
谷
家
の
文
献
に

東
洲
斎
写
楽
の
名
が
出
て
き
た
！
大
谷
此
蔵
だ

と
す
れ
ば
家
紋
○十
（
マ
ル
ジ
ュ
ウ
）
が
よ
く
使

わ
れ
る
。
身
内
が
主
役
脇
役
に
限
ら
ず
よ
く
描

か
れ
る
。
要
は
、
此
蔵
自
身
も
含
め
自
分
の
身

内
を
中
心
に
楽
屋
を
写
し
た
も
の
。
楽
屋
を
写

し
た
「
写
楽
」
だ
っ
た
と
考
え
ま
す
が
、
た
だ

今
研
究
の
真
っ
最
中
で
す
。 
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日 
 

４ 
 

講
演
会 

す
み
だ
に
で
き
る 

刀
剣
博
物
館 

 
 
 
 

刀
剣
博
物
館
学
芸
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒
滝 
哲
哉 

 

十
一
月
十
九
日
（
日
）
す
み
だ
学
習
セ
ン
タ

ー
ユ
ー
ト
リ
ヤ
視
聴
覚
室
に
於
い
て
、
刀
剣
博

物
館
学
芸
員
黒
滝
哲
哉
先
生
の
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。 

刀
剣
博
物
館
は
昭
和
四
十
三
年
に
公
益
財
団

法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
の
付
属
施
設
と

し
て
渋
谷
区
に
開
館
し
ま
し
た
。
そ
の
博
物
館

が
、
平
成
三
十
年
一
月
に
墨
田
区
に
移
転
、
開

館
し
ま
す
。
日
本
人
の
豊
か
な
感
性
が
武
器
を

美
術
工
芸
品
に
昇
華
さ
せ
た
と
い
わ
れ
る
日
本

刀
を
保
存
公
開
し
，
日
本
刀
文
花
の
普
及
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
刀
剣
類
、
刀
装
具
、
甲
冑
、

金
工
資
料
、
古
伝
書
等
約
二
百
点
を
所
蔵
し
、

国
宝
も
含
ま
れ
ま
す
。 

移
設
開
館
す
る
敷
地
は
、
池
泉
回
遊
式
の
庭

園
が
残
る
旧
安
田
庭
園
の
一
角
に
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
立
地
を
生
か
し
、
庭
園
散
策
や
地
域
の

展
示
空
間
、
名
所
旧
跡
と
連
携
す
る
庭
園
博
物

館
と
し
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
建
っ

て
い
た
旧
両
国
公
会
堂
の
佇
ま
い
を
継
承
し
、

池
に
向
か
っ
て
張
り
出
し
た
円
筒
部
と
そ
の
両

側
の
翼
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
会
堂

の
ド
ー
ム
に
変
わ
り
、
頂
部
に
は
ヴ
ォ
ー
ル
ト

屋
根
が
架
け
ら
れ
、
高
さ
を
抑
え
て
庭
園
と
の

調
和
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

庭
園
と
の
連
続
性
が
高
い
一
階
は
、
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
、
展
示
・
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
、

研
修
室
や
カ
フ
ェ
な
ど
、
気
軽
に
立
ち
寄
り
、

利
用
で
き
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
ス
ペ
ー
ス
を
配
置

し
、
庭
園
散
策
の
休
憩
所
や
町
歩
き
の
拠
点
と

し
て
も
使
え
る
計
画
で
す
。 

二
階
に
は
博
物
館
の
運
営
及
び
日
本
刀
の
審

査
や
展
示
の
企
画
を
行
う
管
理
、
学
芸
の
諸
室

を
配
置
し
ま
す
。
最
上
階
は
、
日
本
刀
の
展
示

室
と
屋
上
庭
園
で
す
。 

美
術
工
芸
品
と
し
て
の
日
本
刀
に
加
え
、
大

名
屋
敷
の
庭
園
と
と
も
に
、
日
本
古
来
の
武
家

文
化
を
広
く
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。 

  

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
（
一
部
鉄
骨
造
） 

 

地
上
三
階 

 

高
さ 

１
５
，
６
ｍ 

 

設
計 

 

槇
総
合
計
画
事
務
所 

 

施
工 

 

戸
田
建
設 

 

休
館
日 

毎
週
月
曜
日 

祝
日
の
場
合
は

開
館
翌
火
曜
日
休
館 

 

入
場
料 

大
人 

１
０
０
０
円 

 
 
 
 
 

会
員 

７
０
０
円 

 
 
 
 
 

学
生 

５
０
０
円 

 
 
 
 
 

中
学
生
以
下
無
料 

 

障
が
い
者
と
付
き
添
い
一
名 

無
料 

平
成
二
十
九
年
度 

す
み
だ
史
談
会
の
一
年 

① 

五
月
十
四
日 

定
期
総
会 

記
念
講
演
会 

「
日
本
の
伝
統
文
化
水
引
結
道
の
世
界
」 

 
 
 

水
引
職
人 

玉
乃
井 

陽
光
氏 

 
 

水
引
細
工
の
お
み
や
げ
も
頂
き
ま
し
た
。 

② 

七
月
九
日 

講
演
会 

「
す
み
だ
と
相
撲
」 

 
 

相
撲
博
物
館
学
芸
員 

中
村 

文
彦
氏 

 
 

ユ
ー
ト
リ
ヤ
研
修
室 

③ 

九
月
十
八
日 

講
演
会
「
す
み
だ
北
斎
美
術
館
と
北
斎
」 

 
 

北
斎
美
術
館
学
芸
員 

五
味 

和
之
氏 

 
 

北
斎
美
術
館
講
座
室
（
マ
ル
ゲ
ン100

） 

④ 

十
一
月
十
九
日 

講
演
会
「
す
み
だ
に
で
き
る
刀
剣
博
物
館
」 

 
 

刀
剣
博
物
館
学
芸
員 

黒
滝 

哲
哉
氏 

 
 

ユ
ー
ト
リ
ヤ
視
聴
覚
室 

⑤ 

一
月
七
日 

歴
史
探
訪 

隅
田
川
七
福
神
巡
り
。
鐘
ヶ
淵
出
発
。

三
囲
神
社
解
散
。
懇
親
会 

上
總
屋 

⑥ 

二
月
十
一
日 

 
研
究
発
表
会 

ユ
ー
ト
リ
ヤ
研
修
室 

「
七
福
神
に
つ
い
て 

・
隅
田
川
七
福
神
二
百
年
と
今
後
」 

会
員 
髙
木 

新
太
郎
氏 

「
写
楽
の
実
像
と
背
景 

 
 

会
員 

小
木
曽 
清
三 

す
み
だ
史
談
会
三
十
周
年
記
念
式
典 

日
時 

平
成
三
十
年
五
月
二
十
日
（
日
） 

 
 

午
後
四
時
開
会 

会
場 

東
武
レ
バ
ン
ト
ホ
テ
ル 

吉
野
の
間 

会
費 

一
万
円
（
会
員
） 

大
勢
の
皆
様
の
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

編
集
後
記 

【
募 

 

集
】 

 

す
み
だ
史
談
会
は
、三
十
年
目
を
迎
え
ま
す
。

人
そ
れ
ぞ
れ
思
い
出
す
場
面
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
そ
の
時
代
の
歌
、
友
人
、
楽
し
か
っ
た

こ
と
、哀
し
か
っ
た
こ
と
、嬉
し
か
っ
た
こ
と
、

怒
り
、
感
動
、
驚
き
の
過
去
。
語
り
つ
ぎ
た
い

こ
と
も
Ｏ
Ｋ
。
何
か
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

三
十
周
年
を
迎
え
る
す
み
だ
史
談
会
の
会
員

の
皆
様
に
原
稿
募
集
し
ま
す
。何
字
で
も
Ｏ
Ｋ
。

ど
の
よ
う
な
形
で
も
Ｏ
Ｋ
。
史
談
だ
よ
り
、
若

し
く
は
特
集
版
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 

 

桜
の
満
開
が
例
年
よ
り
ず
っ
と
早
い
と
か
。

年
の
経
つ
こ
と
の
早
さ
を
痛
感
す
る
こ
の
頃
で

す
。 

      

す
み
だ
史
談 

第
五
十
一
号 

 

平
成
三
十
年
四
月
一
日
印
刷
発
行 

 

墨
田
区
吾
妻
橋
一
―
二
三
―
二
○ 

 

墨
田
区
役
所 

教
育
委
員
会 

 
 
 
 

地
域
教
育
支
援
課
文
化
財
担
当
内 

 
 
 
 
 
 

発
行
人 

小
木
曽 

清
三 
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